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　　　　　　　　　　　　　　　　　穐

　　　　　　　　　　　　　　　　●

ll人工衛星等の概要

躰斗学の分野］

　　　　　　第16号科学衛星（MUSES－B）

1．目的
　超長基線干渉計（VLBD衛星として、大型精密展開構造機構等の研究
及び雷波天文観測を行うことを目的とする。

2．打上げ

（1）時　期平成8年度夏期；　　　　ノ’1
（2）　ロケットM輌Vロケット．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太陽電池
3．偉遅の栂腰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノぐドノレ

（1）軌　道長楕円軌道
　　　　　　　　　近t也点高度約1，000km、週也点高度約20，000km

　　　　　　　　　軌道傾斜角約31。

（2）重　量約800㎏
（3）　　主な搭載機器　　大型展開アンテナ（直径8m）及び多周波給電系

　　　　　　　　　低雑音増幅器
　　　　　　　　　大容量デL夕伝送系
　　　　　　　　　信号処理及び基準周波数供給系

副反射’鏡

、
一
ノ
」

∠
∠
郎

△
　
　
ゐ

ル
　
渥

愈㌔一

主反射鏡

伸展マスト

∠璽

Kuバンド／
アンテナ

　　　スター
　　　トラリカー

　　　GPS
　　　アンテナ

　　　　Sバンド
　　　　アンテナ．
R（おタンク

一4一



　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　第17号祠学衛星（LUNAR－A）

1．目的
　月内部の地殻構造及びi．，・浩を解明することを目的とする。

2．打上げ

ω時　期平成9年度夏期
⑦　 ロケット　M－Vロケット

3．衛星の概要

（1）軌　道月面高度約300㎞の円軌道
（2）重　二二520㎏
（3）　　主な搭載機器　　ペネトレータ（3台）

　　　　　　　　　超高性能地震計
　　　　　　　　　熱流量計

4．平成7年度概算要求　　約43億円

　　ナ　がテ　セパドル

　＿一レー
　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　メニ

泣＿〃／　　　　　　／
　　　　欄器拘ク・，
　Z
／∠、＿．

’膏
／

フ

　ペネ1・レーク

一5一



9

　　　　　　第18号稗学衛星（PLANET－B）

1．目的
　火星周回軌道に投入し、火星大気の構造及び運動並びに太陽風との相

互作用を研究することを目的とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁場計測器
2．打上げ

3．衛星の概要

　（1）軌　道火星周回軌道
　　　　　　　　　　　i匠二人む纈糸勺150km、　歓三糸勺51，000km

　（2）重　重殺536㎏
　（3）　　主な搭載機器　　磁場計測器

　　　　　　　　　　　プラズや粒子計測器

　　　　　　　　　　　紫外分光撮像装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラズマ波動計測アンテナ
4．平成7年度概算要求　　約17億円

◎　・

電子温度計

／

プラズマ粒子計測器

熱的プラズマ計測器

／

一6一



　　　　　　第19号科学衛星（ASTRO－E）

1．目的
　活動銀河核や銀河団からのX線を観測し、高エネルギー天体現象や

宇宙の進化を研究することを目的とする。

2．打上げ

　q）時　期平成11年度ころ
　（2）　　ロケッ　ト　M－Vロケット

3．衛星の概要

　（1）軌　道略円軌道
　　　　　　　　　　高度約500～600km
　（2）重　量約1．3t
　（3）　　主な搭載機器　　X線反射望遠鏡

　　　　　　　　　　焦漁面検出器
　　　　　　　　　　硬X線検出器

4．平成7年度概算要求　　約9億円

一7一

望遠鏡伸展部

X線反射望遠鏡

太陽電池パドル



［翻則の分野］

地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）

1．目的
　地球環境のグローバルな変化の監視について、国際的貢献を図るとともに、海羊臨測衛星1号（MOS－1）、

海洋観測衛星1号一b　（MOS－1b）及び地球資源衛星1号（JERS－1）の地球観測技術の維持、発展
を図るほか、地球観測プラットフォーム等の将来型衛星の開発に必要とされる技休汲び地球観測データ等の中継

に必要とされる技術の開発を行い、あわせて地球観測分野における国際協力の推進を図ることを目的とする。

2．打上げ

　（1）時　期平成7年度冬期　　　　　　・離嗣凝澱闘呂置（細NIR）
　（2）　　ロケッ　ト　H－llロケット　　　　　　　　　　　　Iocsアンテナ．、　　　　●二丁温題闘計（OCTS）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
3．衛星の概要

（1）　軌

（
2
）

（
3
）

（
4
）

道

量
蕪

計
三

重
戸
主

・日 S一膵回帰軌道

約3年
海色1毎品堅剛r信十（OCTS）

高性能可視近赤外放射計（AVNlR）
温室効果気体観測センサ（IMG）

改良型大気周縁赤外分光計（ILAS）

地上・衛星間レーザ長光路吸収測定用リ

トロリフレクター（RlS）

NASA’散舌L計（NSCAT）
オゾン　日　…計（TOMS）

地表反射光観則装置（POLDER）

a

o

RIS

　　　USBアンテナ

　　Xバンドアンテナ

直接送信装冒

4．平成7年度概算i要求　　約264億円（科学技術庁、環境庁及び通商産業省の合計額）

・1し．AS

　局地ユーザ送磨系

　POしDεR
lMG
通信データ処理装置

TOMS

NSCATアンテナ

太陽電池パドル
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亀

，

　　　　　　　＿　　こ　．　　（TRMM）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
1．目的
　日米協力により、我が国が衛星塔…翻降雨レーダ及びH－llロケットに

よる打上げを担当し、米国が衛星バス等を担当して、全地球的規模のエネ

ルギー収支のメカニズム解明等に不可欠な熱帯降雨の観測等を行うことを

目的とする。

　
期
卜

　　げ
時
ロ

上打
ー
ー

　
コ
　
リ
ノ
コ

2
ー
ー
3．衛星の概要

（1）　軌　　　道

（2）　主な搭載機器

平成9年度夏期　　　　，
H－llロケット（ETS－VIlと同時打上げ）

敲　糸勺350km
車九週頃宗斗角　糸勺35。

降雨レーダ（PR）

可視赤外観測装置（VlRS）

辺跡及びデータ中継用アンテナ

　りなぬパドル

　　　　0　　口

　　　　　　　　　　　　　　　　o
TRMMマイクロ波観測装置（TM　l）

雲及び地球放射エネルギー観測装置（CERES）

雷観測装置（LIS）

4．平成7年度概算要求　　約51億円（科学技術庁及び郵政省の合言十額）

0

σ

0

o

　つ　》
　　　　　　　　　　　　　ロ

竃1槻測蓑置

0

～
」　
ρ

o

0
0

o

0

o

望一TRMMマイクロ波四1測範置

＼降所。．グ

璽及び地球放射エネルギー観測装置

・←一一一一 ﾂ視赤外皿測蓑5ヨ’
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環境観測技術衛星（ADEOS－ID

1．目的
　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）による広域観i貝1肢術

を更に高度化し、人類共通の緊急課題である地球環境内題に係る全地球的

規模の環境変動の解明に不可欠な地球禾下学テL夕の取得を目的とする。

　
期
卜

　
　
偽

げ
時
ロ
批
一

　
1
　
6
1
一

2

3．衛星の概要

ω　　軌

）
）
）

0
乙
3
」
侍

道

潜
門

計
丁

重
設
主

平成10年度冬期

H－llロケット

太陽同期準回帰軌道

敲　糸勺800km
約3．5t
3年以上5年目標
高性能マイクロ波放射計（AMSR）

次期受動型光学センサ（GLl）

齢糸捌rl分う鴇十一ll（ILAS－ll）
海上風向風速観測装置（SeaWinds）
地表反射光観測装置（POLDER）

4．平成7年度概算要求　　約79億円（科学技術庁及び環境庁の合計額）

POしDER。0

MDP

D↑

C＆DH

10CS

①

OCS

　
　
　
R

◎
矧
　
　
　
N

、

一10一
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SeaWまnds

εPS・

AMSR
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△

　　　　　　資源探査用将来型センサ（ASTER）

1．目的
　地球資源衛星1号（JERS－1）の資源探査技術の維持、発展を
図り、資源探査を継続していくことを目的としたセンサであり、米国

航空宇宙局（NASA）の極軌道プラットフォーム1号（EOS－A

M1）に搭載する。

2．打上げ

　（1）時　期平成10年度
　（2）　　ロケッ　ト　アトラスIIASロケット

道
耀
ω

4．平成7年度概算要求

．日 S一膵回帰軌道

高度705㎞
5．3t
可視近赤外放射計

短波長赤外放射計

熱赤外放射計

約38億円

　　　　　　　計装接続装置
　　　　　　　　　　　　電気計装
　　　　共通信号処理部
　　短波長赤外放射計部

機器取付板

熱赤外放射計部

＼
耐
　
口　
X

㍑
■
●Y十

　　　衛星進行方向

　　　熱制御器

膠

　　マスタ電源部

　　信号集配装置

可視近赤外放射計部

＋Z：ヨー軸

　図1資源探査用将来型センサ（ASTER）外観図

＋Ylピッチ軸

煙

資源探査用将来型センサ（ASTER）

／

髪
～

！

／＋x（鴎衛星進行方向）

＋Z（ヨー軸、地球中心方向）

図2NASA極髄プラットフォーム1号（EO’
r－AM1）髄桝姻
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陸壌翻肢術衛星（ALOS）

1．目的
　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）による高分解能醗則

技術を更に高度化し、災害監視、都市環境監視、環境保全、地図作成、国

土利用調査等への貢献を図ることを目的とする。

　
期
ト

　
　
ツ

　
　
ケ

　
時
ロ

げ批
　
－
｛
ワ
乙

・
（
（

2

3．衛星の概要

ω　　軌

）
）
）

り
乙
0
0
』
唖

（
（
（

重

量
藩

計
縮

面
癖
主

平成12年度ころ

H－llロケット
　　　　データ記録装置
　　　　　（ODR）

太陽同期準回帰軌道

高度約700㎞
約3．9t
3年以上5年目標
可変オフナディア合成開ロレーダ（VSAR）

高精度可視近赤外放射計（AVNIR－2）

4．平成7年度概算要求　　約9億円 　　　／

VSAR’

　　データ中継用アンテナ

　　　　　　　　　　　ンづあ

　　k　〃
　　　　　　　　　　太陽篭池パドル

1

転／匡チノ
、

AVNIR－2
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樋信の分野］

通信放送技術衛星（COMETS）

↑

1．目的
　高度移動体衛星通信技術、衛星間通信技術及び高度衛

星放送技術の通信放送分野の新技術、多周波数帯インテ

グレーション技術並びに大型静止衛星の高性能化技術の

開発及びそれらの実験・実証を行うことを目的とする。

　
期
ト

　
　
ツ

　
　
ケ

ず
時
ロ

拙
）
）

　
一
0
1
蜀

●
　
（
（

2

3．衛星の概要

）
）
）
）

1
0
乙
0
0
」
砧
・

（
（
（
（

丁
重
設
主

平成8年度冬期

H－llロケット

㎞㎜砥　
　
　
㎝

約　
　
　
ミ
ロ

衛星問瑚信フィーダリンク用及σ
高度膨勤停御i星晒嬉用アンテナ

’少

4．平成7年度概算要求　　約164億円（科学技術庁及び郵政省の合計薯頁）
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［宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野］

宇宙ステーション計画

宇宙ステーションの構成（本格運用開始時）

1．目的
　宇宙ステーションは、人類に宇宙活動の新たな手段を提供するもので

あり、この計画に参加し、さらにこれを利用することによって我が国の

宇宙活動の範囲を拡大するとともに、先端的な科学技術開発を促進し、

また、国際協力の推進に寄与する等、重要な意義を有するものである。

この宇宙ステーション計画の下で、我が国は宇宙ステーション取付型実

験モジュール（JEM）の開発等を行う。

2．宇宙ステーション計画の概要

○低高度（約400㎞）の地球周回軌道上に建設される多目的な有人

　ステーション
○科学技術の研究・開発、大型宇宙構造物の組立て・サービス・修理、

　地上では得られない材料の開発、ライフサイエンス実験等の実施

○搭乗員は6名

3．平成7年度概算要求　　約481億円

提供国 構成要素
トラス（横ブLム）

電力モジュール（太陽電也）

居住モジュール

実験モジュール

米　　国 ノード
キューポラ

エアロック

補給モジュール

取付型ペイロード取付機構

日　　本 実験モジュール（JEM）
欧州（ESA） 実験モジュール

カナダ 移動型サービスシステム（MSS）
ロ　シ　ア 居住モジュール

実験モジュール

電力モジュールの一部

一14一



該恥ションの ヌ●

④

移動型サービス施設

⑦
②

⑧⑥

ニピュレーター）

ラ　構造物

⑨

①
＿，，一一D
雪　τ．

＼
⑨”

　　－　　’
　’’
’

望

’

匹

■

　のゆ　8剛圏一〇嶋

〔ロシア要素］

①ドヅキング・コンパートメント

②サービスモジュール

③ユニバーサル・ドッキングモジュール

④マスト取付型太陽電池

⑤ライフサポートモジュール

⑥リサrチモジュール，
⑦プログレス

⑧軌道制御・推進モジコ．一ル

⑨緊急クルー帰還機

　　　↑　　＼
欧州実験モジュール

米国居住モジコ．一ル

一15一

厨

　」
、o

日本実験モジコ．一ル

米国実験モジュール

太陽光発電部

長さ　112m
幅　　　　75m



（1）宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）

1，概要
　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）は宇宙ステー

ション本体中央部に取り付けられ、ステーション本体から電力等の

リソースの供給を受けて運用される我が国の有人宇宙実験室であり、

以下の3つの主要部から構成される。

（1）与圧部　　　　　　　　　　　縮ステーション耕へ結合
　有人宇宙活動による材料実験、ライフサイエンス実験等の各種

徽手動寒期を行うとともに、囎級びマニピュレータの
制御機能等を備える多目的実験室。

（2）曝露部

　宇宙空間に曝露し、科学・地球観測、通信実験、理工学実験及

び一部の材料実験を行うための機能を有する。

（3）補給部

　実験に要する試料、ガス、実験機器の補給・収納・輸送等を行

う機能を有する。

2．打上げ

　（1）時　期平成11年度に打上げを行う。
　（2）打上げ手段　スペーズシャトルにより打ち上げられ、軌道

　　　　　　　　　　上で組み立てられる。

喝

／与圧部

一1

顛
’
1
；

一16一

。｛’

エア。，ク／・

つ謬

／㈱圧区

⑰

』

σ

マニピュレータ

ン∠㎜
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、

ゆ

レ

（2）宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）運用システム

1．目的
　宇宙ステーション取付型実験モジュール

　（JEM）の運用に必要とされる軌道運用

支援、地上管制運用等の運用システムを整

｛鮒るとともに、JEMの運用等に必要と

される日本人搭乗員の養成を行うことを目

的とする。　　　　　　　　　　　●

2．主な運用システム構成

　（1）　JEMの運用システム

　　①全体設計管理

　　②飛行運用管制システム

　　③運用訓練システム
　　④運用技彿技援システム

　　⑤運用システム地上施設
（2）日本人搭乗員の養成

（3）有人宇宙技術の研究

日本データΦ判1技士拓駈星

　（DRTS）

　　／

一撃リン〃
モユヨらハサむセンタ　

三竿

　』電・

　　｛去
ペイ。一ド

7
独

筑波宇宙センター

、即

インチグレ　ション

JEM運用計画管理

也
圖

「1 ﾂ潮薦
運用管制！ペイロード運用

　　●　　漁諺

運用訓練

●

一17一

宇宙ステーション　　　　　　　　　NASAデータ中継衛星

　　　　　　　　　　　　（TDRS）

　　　　　　　　　　　ロ　イモ

　　　　　　　　
　　コ @ンビ

　　　　　　＼　　”＼
ケネディ宇宙センター

　　　　　射場整備
　　　6　補給
　　　　）

（

ゴ鵬 ?塔N

ホワイトサンズ

地上局

　ム　ム　　

運用計画管理

利用者

テレサイェンス

ジョンソン宇宙センター
宇宙ステーション統合運用

鯨、拘lil『

幾
》雑魚

マーシャル宇宙飛行センター

ペイロード統合運用

日



宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）

1．目的
　理工学実験、天文観測等各種科学研究の実施、各種先端産業技術開発

等の実施のための宇宙実験機会の確保並びに宇宙ステーション取付型実

験モジュール（JEM）の曝露部及び搭載共通実験装置の信頼性の向上

を目的とする。

2．打上げ

q）時　期平成6年度冬期
（2）　ロケット　H－IIロケット（GMS－5と同時打上げ）

3．衛星の概要

（1）’軌　道円軌道
　　　　　　　　　敲　糸勺300～500km
　　　　　　　　　軌道傾斜角28．5。

　　　　　　日）
）
）

り
乙
つ
0
4

（
（
（

量
間
担

4．回収

q）　時　　期
　（2）　回収手段

5．平成7年度概算要求

護
、

≧
・

約4t
数カ月

・宇宙ステーション取付型実験モジュール

　（JEM）の曝露部の部分モデル（そこに
組み込まれる実験機器を含む）（科学技術庁）

・バス機器及び理工学実験、天文観測等の科学

実験機器（文部省）

・各種先端産業技術開発等の実施のための宇宙

実験機器及び関連システム（通商産業省）

搭載突験機器部

　量　・3　　k9
竃力　約430W（平均）
　　約350W（機器用連続）
寸法　約1．5mX1．5m×1．05m以内

4．73鵬

2・40

平成7年度
米国スペースシャトル

約34億円（科学技術庁、文部省及び通商産業省の合計額〉

＼

　、
●■　の　　　　　一

　ゑ！　　　　・

　
　
　
部

フ
ー
耕

2．95面

　　　

　X’

・SFUの姿勢　　：主として太陽指向

・搭載実験機器部の搭載場所：太陽側

・インターフェース：構造，電力，通信
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［人工衛星共通技術の分野］

技術試験衛劉型（ETS一粉

1星蔽テ＿ションあるい蠣り衛星へ研旗の轍扱び勒赴牒等、2膨己ネ顧の宇宙謁に対応するため泌須の賄ぞあるランデブ
　・ドッキング技術及び宇宙用ロボット開発の基礎となる遠隔操作技術等について、これまでの要素技術に関する研究成果を踏まえて、軌道上i実験等の

実施により技術を確立するとともに、宇宙用ロボットに関して先行的な実験を実施することを目的とする。

2．打上げ

　（1）時　期平成9年度夏期
　（2）　　ロケッ　ト　H－llロケット（TRMMと同時打上げ）

3．衛星の概要

　（1）軌　道円軌道
　　　　　　　　　高度約550㎞　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ識ミ　　　　　　　　衛皿閥・・尾通償アンテナ

旦里

験
縮

重
実
主

　
　
　
　

　

り
乙
　
0
0
　
4

（
　
（
　

（

4．平成7年度概算要求

約2．6t（ターゲット衛星：約。．4tを含む）

1．5年程度
・ランデブ・ドッキング系

　ランデブ・レーダ

　近傍センサ
　ドッキング機構

　GPS受信機
・宇宙用ロボット系

　ロボットアーム
　交換実験用軌道上交換ユ幽ット

　　トラス構造物遠隔操作実験装置

　アンテナ結合樹蒜基礎実験装置

　高機能ハンド実証実験装置

約86億円（科学技術庁、通商産業省及び郵政省の合計額）

　メ　まハ　ユニ　なテカ　リ
ド
，
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［宇宙インフラストラクチャーの分野］

〈輸送量〉

M－Vロケット

1．目的
　1990年代以降の科学観測ミッションの要請に応えるため、M－V
ロケットの開発を行う。

2．開発の方針

　・全段を新規開発することとし、機体構成については単純化を図る。

　・低軌道へ約1．8tの打上げ能力を有するものとする。

　・宇宙科学研究所鹿児島宇宙空乱一戸1所において十分な安全削呆たれる

　機体規模とする。

　・現有の地上支援設備の最大限の活用を図る。

3．主要諸元

約30m

量
長
径
道
）

　
　
　
　
髄

　　

@　

総
全
山
低
（
へ

約128t
約30m
2．5m

約1．8t

4．開発スケジュール

　平成8年度打上げ
　平成9年度打上げ
5．衛星の打上げ

　　打ち上げられる衛星

　　　　第16号科学衛星
　　　　第17号科学衛星

平成10年度打上げ
平成11年度打上げ

（MUSES－B）
（LUNAR－A）

第18号科学衛星　　（PLANET－B）
第19号科学衛星　　（ASTRO－E）

2．5m

鴨
1

人工衛星

●‘

衛星フェアリング

第3段

2段伸展ノズ）レ

第2段

伸展ノズル

第1段

第1段モータ
約5m 可動ノズル
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4

　　　　　　　　　　　　H－llロケット

1．目　　的

　　1990年代の大型人工衛星打上げ需要1こ女拠するため、2トン級¢瀞止衛星打上げ勧を有する
ロケットとして、H－lIロケットを開発する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　体　形状（直径約4mのフェアリング適用時）

2．開発の方針

　・我が国が自在に人工衛星の打上げを行い得るよう、全段にわたり、自主皮術により開発を行う。

　・2トン級の静止衛星打：上げ能力を有するものとする。

　・開発の最重点項目を第1段の開発とし、第2段はLE－5（H－1ロケット第2段エンジン）

　の活用を図ることにより、開発項目を極力抑える。

　・ロケットの製作費、開発費の低減化を図る。

3．主要諸元

総　　　重　　　量
S　　　　　　　長
ｼ　　　　　　　径

約264t
�T0m
SmG主）

誘　導　　方　式
ﾃ止軌道打上げ能力

慣性誘導

�Qt

　　　　　　　　　　　G主）衛星フェアリングについては、直径4mおよび5mの2種類

4．開発スケジュール

　平成5年度　1号機打上げ　　　　　平成9年度　6号機打上げ

　平成6年度　2、3号機打上げ　　　平成10年度　7号機打上げ

　平成7年度　4号機打上げ　　　　　平成11年度　8号機打上げ

　平成8年度　5号機打上げ
5．衛星の打上げ

　（1）打ち上げられた衛星

　　技術試験衛星Vl型（ETS－Vl）　　　　　　　　静止気象衛星5号（GMS－5）
　　宇宙実験・観則フリーフライヤ（SFU）

　②打ち上げられる衛星

　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）熱帯降雨観測衛星（TRMM）

　　通信放送技術衛星（COMETS）　　　　　　　環境観測技術衛星（ADEOS－lD
　　技術試験衛星Vll型（ETS－Vll）　　　　　　　　陸域観浜il櫛」衛星（ALOS）
　　運輸多自的衛星　　　　　　　　　　　　　　　データ中継樹ボ雪衛星（DRTS覗DR丁S－E）

約50m

o

、

o
●
●

oI　衛星フェアリング■　　　　　　衛星分離部

　　　人工衛星

@機器搭載部

s
　
第
2
段
⊥
騨
　
　
　
第
1
段
中
央
部

m
　
第
1
段

固体ロケット

@ブースタ
@　（SRB）

　第2段液体水素

@タンク

謔Q段液体酸素

^ンク

@第2段エンジン
@（LE－5A）

@第1段液体
@酸素タンク

@第1段液体
@水素タンク

謔P段主エンジン
iLE－7）
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’

J－iロケット

1．且的
　小型、安価な打上げ需要に対応するため、低軌道へ1トン程度の輸送能

力を有するロケットとして、J－1ロケットの開発を行う。

2．開発の方針

　・低軌道へ約1トンの打上げ能力を有するものとする。

　・現有のト｛一1高点を最大限活用することとする。

　・第1段にはH－llロケットの固体ロケットヴLスタ（SRB）を用い、

　第2段以上にはM－3SIIロケットの上段部分を用いることとし、　H－

　　llロケット、　M－3SIlロケットの開発成果を活用する。’

　・ロケットの開発費・製作費の低減化を図る。

　・宇宙開発事業団が文部省宇宙科学研究戸斤の協力を得て開発を行う。

3．主要諸元

量
長
径
力

　
　
　
朧

　
　
　
黒

総
三
三
層

畳88t
約33m
1．8m
約1t

4．開発スケジュール

　平成7年度　1号機打上げ

　平成10年度　2号機打上げ

5．ペイロード

　極超音速飛行実験（HYFLEX）
　光衛星間通信実験衛星（OlCETS）

一22一

薦3殿ロケット

（M・一3B，

2・3鵬手

第2殿ロケット

《M－23，

1・2段娘手

纂1殿ロケット

《H一IISR8》

尾實

豹1．7脇

へ
　
　
　
6

三星7エ7りング

O星接手

も
　
　
　
　
　
　
　
　
、
噛

館2殿艘器四望翻

約1．4ロ

翼2殿UTVC鞍置
Tイドジェット臓置

@露1殴編器搭翼毎

納7回

釣33

一
　
f
　
6

1

豹1．8面

豹19ロ

」
　
1
一

、
　
　
　
　
、

9白油匡タンク

rMRC装置

ﾂ動ノズル



宇宙往還伎術試験機（HOPE－X）

1．目的
　宇宙ステーション等へのサービス等、宇宙環境利用実験／観測、軌道上サービ

ス、将来の多様な宇宙開発活動の安定的展開のために不可欠な宇宙往還輸送シス

テムを確立：するため、無人有翼往還機（HOPE）の主要な要素技術、システム

技術の早期確立を図る。

2．開発の方針

　・飛行実験の肖環として、システム技術確立のための機体要件の明確化及び要素

　技術の確立を目的とした要素飛行実験を行う。

　・要素飛行実験は、昨年度実施した軌道再突り団座（OREX）に加えて、極超

　音速飛行実験（HYFLEX）及び小型自動着陸実験（ALFLEX）から成　描載電子機器
　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　・宇宙往還技術試験機（HOPE－X）は、現有のH－llロケット（1段式〉に

　より打ち上げられ、飛行後大気圏に再突入し、陸ヒに進入／着陸を行う。

3．主要諸元

無
虹

推進剤タンク

’一r騒
9　　　魅

ro6、
’　、
、　　・

　、・o●

全
全
主
熱

構
防

長
幅
造
護

　　　　　　　約16m

　　　　　　　約10m
　　　　　アルミ合金主体

カーボン／カーボン、セラミックタイル

心高断熱材

。

後部RCSモジ昌一ル

主翼

ラ
ン

4．開発スケジュール

　平成11年度ころに飛行実験実施を目標
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c

M－3SIIロケット（参考）

1．目的
　M－3Sllロケットは全段に固体燃料を用いる3段式ロケットで、これまでのMロケットの開発成果を

　もとにその性能の改良を行い、科学衛星の打上げに使用するものである。

2．開発の方針

　昭和55年2月に1号機が打ち上げられたM－3Sロケットの第2段・第3段モータを改良するととも
　に、第1段補助ロケットの変更等を行う。

3．主要諸元

量
長
径
道
）

　
　
　
　
髄

　　

@　

総
一
直
低
（
へ

約61t
約28m
1．41m（第1段）

約770kg

4．開発スケジュール

　平成6年度打上げ
5．衛星の打上げ

　ω打ち上げられた衛星

　試験惑星探査機　（MS－T5、さきがけ）　　　第13号科学衛星（MUSES－A、ひてん）

　第10号科学衛星（PLANET－A、すいせい）第14号科学衛星（SOLAR－A、ようこう）
　第11号科学衛星（ASTRO－C、ぎんが）　　第15号科学衛星（ASTRO－D、あすか）
　第12号科学衛星（EXOS－D、あけぼの）
（2）打ち上げられる衛星

　軌道上からの無尺回収システム（EXPRESS）

一24一

1．65m．

衛星

フェアリング

27．8m

1．41m

1．41m

0．735m

、、　　人工衛星

、

第3段

第2段

第1段

補助ロケット
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｛

も

光衛星間通信実験衛星（OICETS）

1．目的
　電波による衛星間通信に比べ、機器の小型化及び通信能力（伝送

レート）の向上が可能であり、将来の大容量衛星間通信に不可欠な

技術である光衛星間通信技術について、高精度の捕捉追尾技術を中

心とした基礎実験を行うことを目的とする。

期
ト
　
ツ

　
　
ケ

げ
時
ロ

上打
ー
ー

　
－
轟
ワ
乙

　
　
　
　

2 図1光衛星間通信実験衛星概念図

3．衛星の概要

（1）　軌

（
2
）

（
3
）

（
4
）

道

量
命寿十一三

口

重
設

高度約500㎞
軌道傾斜角　約45。

約500kg
1年
光衛星間通信　ロ。

衛星微小振動測定装置

4．平成7年度概算要求　　約24億円

一25一 図2　ARTEMISとの共同実験概念；図
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〉

データヰ躯技術衛星（DRTS）

1．目的
　環境観測騰i星（ADEOS－ll）等の地球観測衛星、宇宙ス
テーション取付型実験モジュール（JEM）等、宇宙機の高度化す

る運用要求に対応するため、大容量のデータを扱うテL夕中継追跡

を行うことを目的とする。

2．打上げ

（1）　時　　期

（2）　ロケット

3．衛星の概要

（1）　軌

0
乙
り
0
4

道

旦里

計
鵬

重
設
主

DRTS－W平成11年度ころ
DRTS－E　平成12年度ころ
H一置1ロケット等

静止軌道（赤道上空約36，000km）

DRTS－W（東経90度）　DRTS－E（西経170度）

約1．3t（静止初期）

約7年
Sノ・くンド律i罫昔五邑言　ロo

Kaノ「くンド緯i罫1罰這垂≡　　口口

Kaバンドフィーダリンク通≡ロ。

姫

S／Kaバンド衛星間通信用アンテナ

4．平成7年度概算要求　　約5億円

一26一

Kaバンドフィーダリンク用アンテナ

ご

竃



［打」ゴが

運輪多目的衛星

‘

、

1．目的
　静止気象衛星の継続性の確保（気象ミッション）及び

航空交通の安全性の醐呆と効率性の向上を目指した航空

管制業務（航空ミッション：航空航法も含む）を目的と

する。

2．打上げ

　ω　　時　　　期
　（2）　　ロケット・

3．衛星の概要

（1）　軌

）2（

）3（

－
・
ロ

ー
1
”

準

　
）
　
　
　
　

　
k
ン
ン

蜘　

@
掛
麟

道軌

命寿計設

訟

4．平成7年度概算要求　　約84億円

　　　航法衡21隻（GpS）

や・、　　戸夢
　　　＼　　　　！　／
飾～A縛位儲折／／

　　　　航空機

運輸多FII1勺術’了監

管制通信：及び航2M機監視
　　　　／

　盤軌口・畿
航郵批ンター　　　　航劉闘

観測データは我が

国のみならず東南

アジア、オースト

ラリア等でも利用

される。

（
7

　　　　女G象箔覗詔ユリ　　A
　　l、
　　1、、海蛍温度

　　1＼　　　、　　雲分布、上層風・雲分布l
　　l　　、、　　　海而温度データが

　　1　　　、、　　得られる。

　　1　　、
　　1

二

乙i裟

霜

台風、集中豪雨等

の常時監視ができ

る。
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｝

60m

（参考）

　ロケットの高さ・総重量・打上げ能力の比較

一

1
，
蜀
，

l
l 1
■

確
1
一40m

Q0m

《
　
●

一
一　　　　　吸

@　　　　口
HへSA一

一

ロケット名
M・3Sll　　M・V　　　J。l　　　N－l　　　N・ll

（日本》　　（日本）　　（日本）　　（日本）　　（日本）

H－l　　H－ll

（日本》　（日本）

長征3号　プロトン　アリアン4　スペー・スシャトル

（中国）　　（ソ連）　　（欧州》　　　　（アメリカ）

総重量（t） 61 128 88 90 135 140 約264 202’ 770 470 2，041

雅灘溜0～100km》約77・ 約1，800　1．000　　1．200 2．000 3、000　　約10，000 5，000　　　20，000． 9，500 29，500

静止軌道（高度約36，000㎞》

への打上げ能力　k
130 350 550 2，000 1，500　　　2，200 2，300 　　　2，300

（上段財ット使用の実績）

初号機

打上げ時期 1985 1996
（予定

1995
（予定》

1975 1981 1986 1994 1984 1968 1989 1981
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